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研究目的

日本パラ陸上競技連盟（以下、JPAと言う。）、国際パラ陸上競技連盟（以下、WPAと
言う。）、もしくは国際パラリンピック委員会（以下、IPCと言う。）が主催もしくは共催する
競技会において主催者から公表される競技成績およびタイム分析値（以下、オープンアク
セスデータと言う。）を活用し、競技会に参加したパラ陸上競技者のパフォーマンスの特徴を
明らかにすることを目的としています。日本人選手のみでなく、国外選手も対象とします。

研究対象者 JPA、WPA、IPCが主催もしくは共催する競技会に参加したパラ陸上競技者

研究概要

オープンアクセスデータには、種目別の競技成績、ラップタイム等の公式分析値、競技中の
風や気象、競技者の障がいクラス、性別、生年月日、年齢、身長、体重などが含まれます。
これらのデータは、各競技会のWebサイト、WPAのWebサイト内にある競技記録データベー
ス、個々の競技者もしくはその所属チーム等のWebサイトにある競技者プロフィールページな
どからアクセスすることが可能です。本研究はこれらのデータを活用します。オープンアクセスの
個々のデータは科学的な新規性を持つものではありませんが、多数のデータを収集してその
裏に存在する傾向を統計的に明らかにすることで、様々な知見を引き出します。パラ陸上競
技者にとってこれらの知見は、トレーニング方針の検討、競技会における戦略立案などの有
益な参考資料になると期待されます。

研究に用いる情報の種類 競技会における種目別およびクラス別の競技成績、ラップタイム等の公式分析値、競技中
の風や気象、競技者の障がいクラス、性別、生年月日、年齢、身長、体重

研究の資金源 ○本研究の資金源は、JISS内予算です。
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